


令和 6 年度 千葉大学大学院教育学研究科一般選抜学力検査問題

学校教育学専攻 言語・社会系 国語教育問題群

選択科目 共通問題（国語教育基礎）

問題 1 次の文章は， Wendy M. Williams による THE RELUCTANT READER の序文の
冒頭部である。ここでは，本を読むことに消極的な態度を取る娘（メ ーガン）の
ことを心配する母親（ミッシェル）の様子がエピソ ー ドとして提示されている。
本文中の枠線で囲まれた部分区］を日本語に訳しなさい。(20点）

.
.
 

.

著作権保護の観点から、公表していません。

（出典：Wendy M. Williams, THE RELUCTANT READER. (New York, NY : Warner 
Books Inc.) 1996, pp.1-2) 
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令和6年度 千葉大学大学院教育学研究科 一般選抜学力検査問題

学校教育学専攻 言語・社会系 国語教育問題群

選択科目 専門領域問題2 （国語学）

問題1 次の文章は，令和4年度全国学カ・学習状況調査の中学校国語の問題圧l 「ス
ピー チをする」に関する授業アイデア例「音声の働きや仕組みを意識しながら
表現を工夫して話す」のコラムである。内容を日本語学の用語を用いて解説し
なさい。(60点）

著作権保護の観点から、公表していません。 

（『令和4年度全国学カ・学習 

状況調査報告薔 中学校国語』

による）
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問題2

①
②
③
④
⑤
⑥

次の中から二項目を選び，具体例を挙げて説明しなさい。なお，選択した項目
の番号を解答用紙の〔 〕に明記すること。(60点）

現代日本語の清音と濁音
常用漢字
同音異義語と多義語
文節と文の成分
敬語の3分類と5分類
四つ仮名の歴史
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令和6年度 千葉大学大学院教育学研究科一般選抜学力検査問題

学校教育学専攻 言語・社会系 国語教育問題群

選択科目 専門領域問題3 （国文学）

問
題
一

大
正
時
代
に
な
る
と、
「

小
曲」

と
呼
ば
れ
る
短
い
詩
句
で
構
成
さ
れ
た
形
式
の
詩
が
多
く
歌

わ
れ、

c

 
 
 
 
た
ち
も
小
曲
集
を
刊
行
し
て
い
る。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て、

後
の
設
問
に

答
え
な
さ
い
。

（
六

0
点）

著
名
な
詩
人

設
問
一

【
A
】

と
【
B
】

の
小
曲
の
作
者
名
を
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
答
え
な
さ
い。

な
お、
【
A
】

は
『
抒
情
小
曲
集』
（
大

正
7
年、

感
情
詩
社）、
【
B
】

は
『
純
情
小
曲
集
』
（
大
正
14
年、

新
潮
社）

に
収
め
ら
れ
て
い
る。

設
問
二

【
A
】

の
波
線
部
「
き
そ
よ
り
も
な
ほ
萌
え
づ
る
げ」

の
意
味
を
詩
句
を
用
い
な
が
ら
説
明
し
な
さ
い。

設
問
三

【
A
】

と
【
B
】

は
共
に
「
前
橋
公
園」

を
舞
台
と
し
て
お
り、
【
A
】

の
作
者
は
旅
で
前
橋
に
訪
れ、
【
B
】

の

作
者
は
前
橋
が
「
故
郷」

で
あ
る。
【
B
】

は
先
行
す
る
【
A
】

の
「
前
橋
公
園」

の
イ
メ
ー
ジ
を
ど
の
よ
う
に
転
換

し
て
み
せ
た
か。
【
B
】

に
お
け
る
「
故
郷」

の
意
味
に
触
れ
な
が
ら、

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
な
さ
い
。

（

「
前
橋
公
園」

『

抒

情
』

に
よ
る）

（「
公
園
の
椅
子」
『
純
情
小
曲
集
』

に
よ
る）
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令和6年度 千葉大学大学院教育学研究科 一般選抜学力検査問題

学校教育学専攻 言語・社会系 国語教育問題群

選択科目 専門領域問題3 （国文学）

設
問
三

設
問

設
問

友
に
は、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
『

徒
然
草』

第
十
二
段
に
よ
る）

傍
線
部
を
現
代
語
訳
し
な
さ
い。

第
二
段
落
の
内
容
を、

わ
か
り
や
す
く
要
約
し
な
さ
い。

『
徒
然
草
』

第
十
二
段
に
記
さ
れ
た
友
人
観
に
つ
い
て、

あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
し
た
か。

筆
者
で
あ
る
兼
好

法
師
に、

あ
な
た
の
考
え
を
伝
え
る
文
章
を
書
い
て
く
だ
さ
い
（
話
し
言
葉
に
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん）
。

問
題
二

次
の
文
章
を
読
ん
で、

後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い。
（
六
0
点）
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